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解説シート｢森園追跡l｣では､九州電力の変電所内で確認された､弥生時代と古墳時代の集落
とこうほかめかんばせっかんば

(竪穴住居跡)を取り上げました｡変電所の外側では､合計59基の土坑墓･襲棺墓･石棺墓などか

らなる弥生時代の墓地が確認されました｡遺跡のあった土地は後の時代に大きく削られていますの

で､本来はこれよりももっと多くの墓があったに違いありません｡

1は墓地全体の一部を写したものです｡森園遺跡は弥生時代にどのような墓が作られ､時期ごと

にどのように移り変わっていったかを知る上で､たいへん貴重な追跡の一つでした｡
どこうば
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る範して使った墓のことです｡まず､大きな穴　F:
1

を掘り､さらにその中に細長い穴が掘られていま　　L/
まいそう

す｡遺体はこの細長い穴の中に埋葬されます｡最

初に掘っていた大きな穴との間に段がつきます
ふた

が､ここに木の蓋でおおいをして､後に土をかぶ

せたと考えられます｡



かめカ､んば

3は嚢棺墓です｡長さ1m近

くもあるとても大きな嚢を2つ

合わせて棺としています｡嚢と

嚢の合わせ目には､水などが入

らないように粘土でびっしりと
めば

目張りがしてあります｡この聾

棺は大人を埋葬するために特別

に作られたものです｡大野城市

を始めとする弥生時代の九州北

部では､大型の嚢を棺に用いる

風習がありましたが､これはこ

の地域だけに見られる特別な埋

葬方法です｡この嚢棺墓は今から約2000年

前のもので､完全な状態で掘り出されまし

たが､中には何も残っていませんでした｡

4は小型の聾棺墓で､子どもを埋葬した

ものです｡子どもの埋葬には､特別に棺は

作られず､日頃一般に使っていた土器がそ

のまま用いられています｡この蛮棺墓には
つば

壷と嚢が利用されています｡右上に見える

喪棺墓も､子どもを埋葬したものです｡
せっかんば

5と6は石棺墓です｡文字どおり石を使って棺とした墓ですが､蓋と壁だけに石が用いられ､底に
JS･たtlしすき

は石は使われていません｡ 5は蓋石が現れたところです｡ 3枚の平たい石を蓋にしています｡蓋の隙
i

間は粘土や小さめの石を使ってふさいであります｡ 6は蓋を取りはずしたところです｡この石棺墓

は､おもしろいことに壁全体には石が使われていませんでした｡死者の埋葬に当たって､石の用意
おもて

が間に合わなかったのでしょうかo石棺の中には何も残っていませんでしたo　もう一度､表の土坑

墓の写真(2)を見て下さい｡蓋と壁に石が使われていること以外は､土坑墓も石棺墓も作りの上

ではたいした変わりがないことがわかるかと思います｡


